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胞質単

生命のはじまリ

今まで地球や日本列島の生い立ちが述べられてきま

した.そこで今回は私たちが自分の周囲をみ回して

ぶつかるもう1つの疑問に答えるように生命のはじま

りについて述べましょう.

生物の世界をみますとそれぞれの生物が自分と同じ

親から生まれその親はまだその親からというように

生まれてきています.私たちの生涯が短いのでその

源をみることはできません.でも学問は私たちのみ

ることのできる物質からその源を教えてくれます.

まず前世紀の半ばすぎにイギリスの生物学者チャ

ｰノレスダｰウィンが生物の祖先は始めから今みるこ

とのできるようた形で突然に地上に現われたと考える

それまでの考え方が間違っており高等動物は下等な生

物から進化したことを証明しました(種τ起源).多く

の地質学者が化石をいろいろと研究してこのダｰウィ

ンの考えが正しいことを証明しました.たとえばか

ってこの地球上には現在よりもっと下等の生物しかい

なくて何百万年も前には人類が住んでいなかったこと

やさらに昔には現在私たちの周囲にみられるバクテ

リアに似た生物しかいなかったことが明らかにされまし

た.この進化の様子は概略して第38図に示します.

でもまだ疑いは解けません.その最初の最も下等

な生物はどのようにしてできたのかと.ダｰウィン

もこの答えをだししぶりました刊彼の時代の科学知

識では解決で慧ませんでした封しかし私たちの時

代の天文学地質学化学生物学物理学などの自然

科学の知識水準は生命のはじまりの問題を科学的に解

決できるほど大きく発展しています.

結論を先に述べましょう｡生命は物質が長い間か

かってだんだんと進化してできたものです.人類が
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ように.そして.この生命のはじまりについては現

在では物質進化のようすを理論的に描きだしある段

階については実験室で再現することさえできるのです.

この考え方はモスクワ大学のオパｰリン教授や1コン

ドン大学のバナｰル教授を始めとする多くの科学者の間

で一致しています.ただ生化学者であるオパｰリン

教授と物理学者であるバナｰノレ教授とでは資料の取捨

選択や重点のおき方などの点に当然のことなカミら相

違があります.詳しく勉強してみると面白いでしょう.

ここで生命のはじまりの段階に入りましょう.

まず生命のはじまりの第一段階は有機化合物の生

成です.現在の自然条件の下では有機化合物を作る

のは生物体だけに限られています.緑色植物が無機の

炭素化合物である炭酸ガスを吸収して太陽エネルギｰ

により有機化合物を作り動物はその植物を食べて有機

化合物を作るという風に.だからいかにして生物が

できたかを知るためにはいかにして有機化合物ができ

たかを知らねばなりません.

太陽を調べてみるとその気圏にはもっとも簡単な有

機化合物である炭化水素が認められます.太陽の気圏

の温度は約6,000度だからどんな生物もいません.

木星や土星にも炭化水素があります.ここにも生物は

いません.何しろ零下140度にもなるのですから.

これらのことは生物がv･ないのに有機化合物が作られ

てv･ることを示しています.最近は地質学者の努力

によって生物の力によらない多くの金属の炭化物が明

らかにされてきました.コヘナイトなどがその例です.

だからこの地球ができた最初のころに非生物的な有機

化合物ができたことは確か在ことです.

もっとも下等植生物から長い進化の途をたどってできた

炭化水素のほかに炭酸ガスとして非生物的にできた

鱗

第39図①赤痢アメｰバ(Entamoebahisto1ytica)

生鮮標本直径約50μ偽足を出しでゆるやかな運動を

坦細胞からなり1個の核をもつが生き

している

ているときには見えにくい
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第39図②メタン酸化菌(Metha･

mmonasmetha口ica)メタン

ガスメタノ,ルだけが栄養源で

ある
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第40図たんぱく質とアミノ酸の構造

炭素化合物も生命のはじまりに大切な働きをしている

とも考えられています.ただこの炭酸ガスから有機

物質ができるためには炭化水素の場合と違って外部

からエネルギｰが供給されないとうまくゆきません.

このエネノレギｰとしては太陽の紫外線エネルギｰが長

い時間にわたって働いたものといわれています.

ん.外から大きなエネノレギｰを与えねばなりません.

そのエネノレギｰの与え方の1つとしてソ違のブレスレ

ルという人がアミノ酸に高圧を加えてたんぱく質に似た

アミノ酸結合物質を作りました.さらに高圧を加える

と完全なたんぱく質カミできることがわかってきまし

た.海の底板ら高圧なのでこのような進化は確かに

おこるでしょう.

一方わが国の赤堀教授はアミノ酸ができてからた

んぱく質に進化するだけでたくアミノ酸に肢る一歩手

前のアミノニトリルが粘土鉱物の働きによって重合し

てからいくつかの化学作用を経過してたんぱく質にた

るという研究を世界の注目を集めながら行校っています.

生物のカによらないで有機化合物ができることは確

かめられました.さて次の段階であるたんぱく質の

生成の過程については第一の段階ほど簡単には知り得

ません.すべての生物にとってどうしてもたくては

なら放い物質であるたんぱく質は何しろもっとも複

雑な有機化合物であって物質カミその化学的な進化のな

かで達しえた最高峰だからです.

しかし学者の努力は次々とその疑問を解いてゆきま

した.まず第一段階でできた簡単在有機化合物(メ

タン)に水や水素やア;■モニアを反応させるとアノレコ

ｰルやアミンができます.これは海の中で行なわれ

る反応です.こうしてできた比較的に小さ桂炭素化合

物のかたまりが互いに結合してだんだん大きな物質

になります.これも実験で証明できます.たとえば

酸素1原子水素2原子炭素1原子からなるホルムア

ルデヒドを溶液にして長く放っておくと甘い味をもっ

てきます.これはホノレムアルデヒドの6つの分子カミ互

いに結合して新しい化合物すなわち

生物に特有な物質である糖ができたので･

がどうしてできたかの完全な答には匁り…

ませんが分子が結合してゆくことはわ鰯'暇､

かります.そこでたんぱく質分子を

作る物質の重要な単位であるアミノ酸を

生物の手を借り匁いで作る努力が赦され1･灘､

とアメリカのミラｰ教授の共同によって

メタンとアンモニア水蒸気水素のガ

このようにして生物の働きを必要としないたんぱく

質の合成が完成に近づきました.しかしたんぱく質

カミできただけではまだ生命が作られたとはいえませ

ん.生命にとってもっとも特徴となるのは物質代謝

を行なうことです.す枚わち生物が生きているとい

うことは外界との問に物質とエネノレギｰのだしいれを

行なっている間だけのことたのです.外界から自分の

ものでない物質を体内に取り入れて生物体のたんぱく

質に変える合成作用と生体のたんぱく質を分解して体

外に出す分解作用を行なう間だけのことなのです.で

はどのようにして物質代謝(物質のだしいれ)が行なわ

れるようになったのでしょうか.

私たちの身体はどんなに小さな部分でも常に分解

しまた新しく作りかえられています.それにもかか

わらず外からみるとまるで私たちの身体カミ変っていた

いようにみえるのはそこで行なわれている分解と合成

の過程が非常にうまく調和しているからです.このよ

第41図Tec1iteタイ北東部で発見された願石このような風肩の

中からE.COhenはコヘナイト〔(Ee,M,C0)=王C〕を発見した�
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策42図コアセルベｰト(20～40ミクロン大)

(図説地球の歴史から)

うに非常にうまく調和のとれた物質代謝カミ行なわれる

ことだけでは生命の特徴全部とはいえません.自分

自身を保存し子孫を残すという一定の目的に沿って行

なわれる物質代謝でなくては完全な生命とはいえませ

ん.そこで面白いことには完全ではありませんカミ

この物質代謝を人工的に作り出しています.オランダ

のブンゲンベルグデヨング教授が見出したコアセル

ベｰト(液滴)がそれです､たとえばゼラチンと卵

白アルブミンの純粋な溶液を混ぜ合わせますとこの溶

液は透明でなくなり濁ってきます.これを顕微鏡で

みると透明な視野の中に丸い粒々ができています.

この粒々がコアセルベｰトです.これはたんぱく質の

分子が互いに結合して塊に租りその塊カミだんだん大き

くなりたんぱく質の分子の数が幾百万にもなって水分

から析出したものです.

この液滴は簡単恋一定の構造と組成をもち周囲の外

界から種々の物質をとり入れ入った物質は液滴内の物

質と化学反応をおこして新しい物質を合成するとともに

分解の過程もこの液滴内でおこします.すなわち物

質代謝を行ないます.この物質代謝は現存の生物に

みられるようなすばらしく調和のとれた合成と分解とは

いえませんが液滴の組成や構造によって変化に富ん

だいろいろ扱過程をたどります｡合成が分解より早く

進む液滴は大きく怒りすなわち生長し分解が合成よ

搬獺

泳バｰリン裏繍呈締終秀

猟クワ郊外で姥談飢紀

葵黒タη大学で乎ミリヤ榊

ぜヌ綿授受嚇耀薮う1チて

糖物生物蝉壷嫁孜球幾綬

バッハ制と学棚慨所でパ

ツハ剛鷲灘の羽㌶珂娩般繊

け逢鵬徽を微く郷汰

魏総繁スタ9大嫌鈴授

パ事八割じ蝉猟貌簿椴仏

雛郷11嚢職嚢畷撚

燦奮煙餓綴1繊襲
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第5表惑星の大気の組織表(図説地球の歴史から)

り早く進む液滴はすぐに消失すなわち死亡(?)します.

ここでいうようにたんぱく質が最初にできた海底付

近にはたんぱく質やそれに似た物質がたくさんあって

これらの物質が混じ･り合って結合し今までに述べたよ

うな進化を生じたと推定することはむずかしいことで

しょうか.いや確かに根拠のあることがおわかりに

なろたことでしょう.また合成過程が分解過程より

も早いものは成長しますます大きくなるにつれて小さ

な子供の液滴にわかれてゆくことも実際に見ること沸

できます.しかもわかれた子供の液滴は最初は互

いによく似ていますカミ合成も進み分解も行政われる

につれて異なった道を歩み始めます.その変化(物

質代謝)で合成の過程よりも分解の方が早くなるよう

に進むとこの不幸な液滴は外界の中にとけて消えてし

まいます.こうして都合のよい組織をもった安定な

液滴だけが生き残るわけでこのような進化の中から

合成と分解カミうまく調和した液滴いいかえるともっ

とも簡単な生物カミ生まれてきたのです.長い長い時間

数千万年数億年を費やしてのことです.

このように生命のはじまりは神秘のべ一ルを脱カミ

されてきました.そこでい走ることはr全く人エ的な

方法によってもっとも簡単な生命をつくりだすことがやが

てで慧るJということです.(筆者は鉱床部)

第44図

バナｰ1レ

(読売新開杜提供)�




